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P206a ALMA多波長画像解析で探るTW Hyaの原始惑星系円盤のスペクトル指数分布
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TWHyaを取り巻く原始惑星系円盤のダストサイズ分布を明らかにするため、ALMAを用いた高分解能 (∼2.5 au)
多周波画像解析を行ったので報告する。新たに取得したBand4および 6の長基線観測データの他、Band7を含め
た複数のアーカイブデータを使用し、3バンドの高分解能データを用いて円盤のスペクトル指数分布を詳細かつ
高感度に導出した。UVは十分にサンプリングされており、先行研究に比べおよそ三倍の感度を達成した。
得られた円盤のスペクトル指数分布は円盤外側から内側に向かって 3から 1.5に減少していた。これは先行研

究を支持する結果である。一方、25 auにあるギャップ構造に付随するスペクトル指数の増加も確認されたが、先
行研究より低い値が得られていた (∼2.5)。これによりダスト吸収係数の βの分布は、ギャップ周辺において先行
研究で予想されたものより平坦であった。この結果から、円盤 30 au以遠においては内側に向かうにつれて徐々
にダストが大きくなっており、また 25 auギャップの周辺においては過去の推定よりダストサイズが大きく変化
していないことが示唆される。半径 15 auの円盤内側領域においては、スペクトル指数の値が 2を下回っており、
これは光学的厚みが無視できない領域におけるミリ波散乱の影響で解釈することができる。
さらに今回、高い感度の輝度分布が得られたことで、52 auに見出されている局所的ミリ波源に付随する新し

い構造を検出した。この構造は方位角方向に伸びており、∼ 0.1 au deg−1のピッチアングルを持つ。成因につい
ては不明だが、ケプラーシアーにより引き伸ばされたミリ波源を起因とするダスト流の可能性が考えられる。


